
 

 

 

 

 

 

 

 

「変化」とは「進化」である 

  東大和市立第三中学校長 井上 敬夫 

 私の気に入っている名言を紹介します。 

 

「孤独は優れた精神の持ち主の運命である。」（ショウペンハウエル） 

 

 一読しただけでは意味が分かりづらいかもしれません。「孤独」という言葉は、マイナ

スなイメージで使われます。ところが、ショウペンハウエルは、「優れた精神の持ち主

は、運命的に孤独を感じるものなのだ」と述べているところが興味深いです。 

 始業式で私は「変化を恐れるな。」という趣旨の話をサッカー元日本代表の中澤佑二選

手を例にして述べました。埼玉県の無名の高校生だった中澤選手が「俺はプロサッカー選

手になる」と決意したとき、周囲の多くの人たちが「無理だ」と笑ったことでしょう。そ

こからプロになるために、ブラジルまでサッカー留学したり（ブラジルでは見事に挫折
ざ せ つ

し

たみたいです‥‥）、プロサッカーのユースチームの練習生として片道 2時間以上かけて

通ったり、努力を積み重ねる日々。その結果、日本を代表するセンターバックプレーヤー

としてワールドカップ出場を果たし、40 歳になるまでＪリーグの現役プレーヤーとして

活躍しました。 

 自分の夢を実現するための努力の日々は、きっと苦しかったし「孤独」だった筈
は ず

です。

夢のために努力し続けられる人間は、冒頭の名言の通り確かに優れた精神の持ち主でしょ

う。 

 三中生の皆さんは、中澤選手の話を聴いて「そんなの私には無理だ」と思ったでしょう

か？それとも「私も夢の実現に向けて頑張ってみよう」と思ったでしょうか？ 

 変化とは進化である、という言葉があります。現状維持は退化である、という言葉もあ

ります。小さなことでもいいから変化を恐れずに自分自身を高めていけるものを見つけて

邁進
ま い し ん

してもらいたいです。そのきっかけがこの１年の始まりであることを願っています。 
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２年生の作品 

ボランティアの方の生け花 

まっすぐであること 

副校長  戸田 恵介 

 

白鳥が生みたるもののここちして朝夕めづる水仙の花  

                           与謝野
よ さ の

 晶子
あきこ

 

 以前に勤めていた学校での話です。 

３年生は、１月の終わりから、高校の推薦
す い せ ん

入試が始まります。ある日、３年の各教室に水仙の花

が一鉢
は ち

ずつ置かれました。鉢には、「すいせん入試、合格するといいね」と書かれたカードがさし

てあります。「水仙」と「推薦」を掛けているわけで、３年担当の教員が置いたのでしょうが、細

やかな心遣
こころづか

いに感心しました。 

 

 著名
ち ょ め い

な歌人も愛
め

でた水仙の花、よくよく見ると、なんと清らかな花な

のでしょう。まさに白鳥が生んだかのような白さ。まっすぐに伸びた葉。

さらに「水仙」という漢字がもつイメージと「すいせん」という音の響

き。この時期のきりっとした空気の中に花開くこの花ほど、「清楚
せ い そ

」と

いう言葉がぴったりする花は他にありますまい。 

 

 さて、三中では、「校内書き初め展」が行われています。２学期末から書写の授業で練習をし、

冬休みの課題として仕上げてきた作品が教室内に展示されています。見比べると、よくお手本を見

て、練習を重ねてきた作品は一目でわかります。何枚も書いているからこそ、自信が生まれるので

しょう、線に自然なキレがあるのです。こういう線は、筆をしっかり立てて、まっすぐに紙に向き

合わないと書けません。 

 まっすぐなものに私はひかれます。水仙のようにま

っすぐな美しさのある花を愛し、まっすぐな姿勢で書

いた字は美しいと思う。三中校歌にある「未来をさし

てまっしぐら」というフレーズも大好きだ。 

そして、明日２２日から始まる推薦入試など、進路 

                   の実現に向かってまっすぐに努力する３年生には、精

一杯の応援をし続けたいと思うのです。 

 



写真は、過去のものも

あります。 

 

 

１９６４年の東京オリンピックにまつわるストーリーを描いたドラマが始まるなど、２０２０オ

リ・パラに向けて、ますます機運が高まってきています。三中で、今年度取り組んできている「オ

リ・パラ」教育についてまとめました。５つの資質を重点的に育成することがねらいです。 

１ 「ボランティアマインドの醸成
じょうせい

（＝少しずつ育てていくこと）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「障害者理解の促進」 

１月２３日、１年生で「車椅子バスケットボール」を予定。 

２月に、２年生で「ブラインドサッカー」を予定。 

 

３ 「スポーツ志向の普及・拡大」 

プロのダンサーによるダンス教室。１月に１、２年生の４回の授業で、ダンスの基本を習得。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「日本人としての自覚と誇りの涵養
か ん よ う

（＝自然に養成すること）」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリンピック・パラリンピック教育 

７月のクリーン活動。トイレ

と心を磨く。 

１２月、五地区もちつき大会。

３年生が気持ちよく動いてく

れました。 

１１月、街道団地にお住まいの

高齢者宅を訪問。１５０名近くが

参加しました。 

２月２１日に予定。２年生風

呂敷体験授業。おもてなしの心

も学びます。 

３月５日に予定。３年生落語

鑑賞教室。今年も、立川談慶師

匠の噺（はなし）が聴けます。 

２月１９日に予定。１年生の国際

交流会。留学生の方々のお話を聞

きます。 

５ 「豊かな国際感覚の醸成」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「三中日記」より  

三中ホームページにて、鋭意更新中！ 

 
１２月１４日 (金 )午後。「総合的な学習の時間」に１

年生は進路学習の一環として「職業講話」を行いまし

た。社会人の方を講師に招き、自分の職業についての

お話を聴く中で、働くことの意義について考えを深め

てもらうことを目的にした学習です。  

 今 回は、５名の講師の方に協力いただきました。会

の運営は１年生の生徒が自主的に行い、会場までの案

内、司会も自分たちで行っていました。きちんと話を

聞く姿勢も出来ていて、立派な態度だったと思います。 

１年 職業講話 

 

１２月１５日 (土 )１０ 時。ハミングホール小ホール

で今年度の東大和市内の小中学校の児童生徒の活躍を

紹介・報告する会が行われました。  

 オ ープニングセレモニーでは、合唱部が登場しまし

た。クリスマスシーズンにちなんだ曲を素敵なハーモ

ニーとともに披露してくれました。振り付け入りの合

唱もあってかわいらしかったです。  

 会 を盛り上げてくれて、ありがとうございました。  

 

合唱部の活躍 

 

１２月２０日 (木 )３ 時間目。２年生の

家庭科は調理実習でした。リンゴ蒸しパ

ンを作る実習で、並行して一人一人「リ

ンゴの皮むき」のテストも行いました。

エプロン・三角巾を着用して楽しそうに

取り組んでいました。  

 

２
年 

調
理
実
習 

 

１月１６日 (水 )放課 後。３年生の都立

高校推薦入試で実施予定の「集団討論」

の練習を行いました。４～５名に分かれ

て、面接官は３学年の教員が担当し、仮

想課題に取り組みました。  

 

３
年 

集
団
討
論
練
習 


